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１．本プロジェクトの概要

 本プロジ クトにおいては 有益かつ 安全安心なインタ ネット利 本プロジ クトにおいては 有益かつ 安全安心なインタ ネット利 本プロジェクトにおいては、有益かつ、安全安心なインターネット利
用を促進するため、図書館・公民館・児童館等の公共施設におい
て、子どもや高齢者でも使いやすい情報端末（タブレットＰＣ）を配

 本プロジェクトにおいては、有益かつ、安全安心なインターネット利
用を促進するため、図書館・公民館・児童館等の公共施設におい
て、子どもや高齢者でも使いやすい情報端末（タブレットＰＣ）を配て、子どもや高齢者でも使いやすい情報端末（タブレットＰＣ）を配
置し、ＩＣＴリテラシー育成のためのモデルシステムの実証研究に初
めて取り組むものです。

て、子どもや高齢者でも使いやすい情報端末（タブレットＰＣ）を配
置し、ＩＣＴリテラシー育成のためのモデルシステムの実証研究に初
めて取り組むものです。

 本プロジェクトで開発したｅラーニングシステムおよび学習コンテン
ツを、「タブレットＰＣ（iPad）」で学習していただき、モデルシステム
の検証を行います

 本プロジェクトで開発したｅラーニングシステムおよび学習コンテン
ツを、「タブレットＰＣ（iPad）」で学習していただき、モデルシステム
の検証を行いますの検証を行います。の検証を行います。

ご協力よろしくお願いいたします。ご協力よろしくお願いいたします。ご協力よろしくお願いいたします。ご協力よろしくお願いいたします。

＜参考＞

「ＩＣＴリテラシー育成モデルシステム実証研究の協力団体を募集（平成24年8月7日）」 http://www.soumu.go.jp/main_content/000171122.pdf

「ＩＣＴリテラシー育成モデルシステム実証研究の協力団体を決定（平成24年9月11日）」 http://www.soumu.go.jp/main_content/000175451.pdf 1



1. 「利用規約（利用申込書 兼 利用規約同意書）」への同意

２．利用の流れ

1. 利用規約（利用申込書 兼 利用規約同意書）」 の同意
実施フィールド（本プロジェクトでご利用されている施設）のスタッフから受け取って、

内容をよくご確認の上で、ご同意いただける場合は署名をお願いします。

※本プロジ クト参加には 利用規約にご同意いただいたという署名が必須です

利用規約

・～～～

・～～～

※本プロジェクト参加には、利用規約にご同意いただいたという署名が必須です。

2. IDとパスワードを受け取り、iPadを借りる

以上の内容に同意
します。

●●●●

iPadはスタッフから借りてください。利用方法がわからない人は、マニュアルの貸し出しを行ってい
ますので、スタッフまでお申し付けください。

指定された場所、指定された時間で利用し、必ずその日のうちに返却してください。

3. IDとパスワードを入力して学習
お一人の利用時間は 原則 1日最大1時間としますお 人の利用時間は、原則、1日最大1時間とします。

4. 学習をすべて修了後、「合格証（パス）」を印刷
すべての学習を修了後 合格証の印刷ボタンを押して合格証を印刷するすべての学習を修了後、合格証の印刷ボタンを押して合格証を印刷する

ことが可能になります。

合格証を印刷する専用プリンタは、施設内に設置されています。

2

※推奨利用環境 ： iPad の場合は iOS 6 以降のSafari、Windowsの場合は Internet Explorer ver.9 以降

※タブレットPCの操作方法については、巻末の【参考資料】 をご参照ください。

 iPadを起動する

３-１．ｅラーニングの利用方法： 起動してサイトを開く

 iPadを起動する
画面下の「ロック解除」の矢印を右にスライドしてください。

 「ICTリテラシー育成」サイトを開く
「ICTリテラシ 」アイコンをタップ して(指でタ チスクリ ンを軽く1回たたいて) ください「ICTリテラシー」アイコンをタップ して(指でタッチスクリーンを軽く1回たたいて) ください。

「ICTリテラシー育成」サイトのログイン画面が表示されます。

※アイコンは長押しはしないでください 長押しをして※アイコンは長押しはしないでください。長押しをして
画面が揺れたような状態になってしまった場合は、
iPadの本体の下にある「ホームボタン」を一度押し
てください。アイコン

※画面は、基本的に横向きにしてご利用下さい。

ホームボタン

PC・タブレット等、iPad以外の通信機器を利用される場合は以下のURL

もしくは、左記QRコードからアクセスしてください。

http://www.study-web.jp/ict-literacy/QRコード

3



３-２．ｅラーニングの利用方法： ＩＤとパスワードの入力

 IDとパスワードの入力 IDとパスワ ドの入力
ログイン画面で、入力欄をタップする
(指でタッチスクリーンを軽く1回たたく)と、iPadの
ソフトウェアキーボードが表示されますソフトウェアキーボードが表示されます。

iPadを借りるときに聞いたIDとパスワー
ドを入力してくださいドを入力してください。

入力後、「 」 ボタンをタップ
すると、 「ICTリテラシー育成」サイトへ入

が きますることができます。

入力をやめたい場合は入力をやめたい場合は、
「 」ボタンをタップします。

数字や記号を入力するときは、
「.?123」ボタンをタップします。」ボタンをタップします。

4

３-３．ｅラーニングの利用方法： 利用規約の確認

 利用規約の確認
事前にお読みいただいている利用規約へ同意して お進みください事前にお読みいただいている利用規約へ同意して、お進みください。

この画面は、「 」にチェックを入れておくと、

次回のログイン時からは表示されなくなります。

5



ジ 確

３-４．ｅラーニングの利用方法： マイページの確認

マンガ もあります！

 マイページの確認
マイページのボタンをタップする

(指でタッチスクリーンを軽く1回たたく)と

マンガ もあります！

ホーム画面

学習教材
(指でタッチスクリ ンを軽く1回たたく)と、

それぞれの学習画面が開き、

学習できます。事務局からの

メッセージ

・画面中央の学習教材は、全て
学習すると、ICTリテラシーの
プログラムを全て修了した証とし

メッセージ

プログラムを全て修了した証とし
て、「合格証」を獲得できます。

・その他、マンガなどの補助教材
ご

学習画面
もご用意しております。

・画面右側の「アナウンス」や
「お知らせ」には 事務局からの

学習画面
修了証を

「合格証」を獲得！

修了証を
３つ集めれば、

「合格証」を獲得！

「お知らせ」には、事務局からの
メッセージが表示されますので、
必ずご確認ください。

6

３-５．ｅラーニングの利用方法： 「用語集」で語句を確認

ホーム画面 「用語集 語句を確認ホーム画面  「用語集」で語句を確認
「用語集」のボタンをタップする (指でタッチスクリーンを軽く1回たたく)

と、用語集の画面が開きます。

・用語の説明だけでなく、その用語の特徴や注意点も記述
しています。

・調べたい用語をタップしてください。

・ほかの単語も確認したい場合は、「目次」ボタンをタップし
てください。用語一覧に戻ります。

・用語集を見終わりましたら、「閉じる」ボタンをタップしてく用語集

ださい。 ホーム画面に戻ります。

閉じるボタン

目次ボタン

7



３-６．ｅラーニングの利用方法： 「マニュアル」の確認

ホーム画面
「 確

ホーム画面
 「マニュアル」の確認
「マニュアル」のボタンをタップする (指でタッチスクリーン

を軽く1回たたく) と、画面が開きます。を軽く 回たたく) と、画面が開きます。

・現在、ご覧いただいているものになります。

・「利用の流れ」「eラーニングの利用方法」「タブレッ
トPCの操作方法」等を確認することができます。

マニュアル

8

３-７．ｅラーニングの利用方法： 「使い方（動画）」の確認

ホーム画面
「使 方 動 確

ホーム画面
 「使い方（動画）」の確認
「使い方（動画）」のボタンをタップする (指でタッチスクリ

ーンを軽く1回たたく) と、画面が開きます。ンを軽く 回たたく) と、画面が開きます。

・ここでは、タブレットPCの電源のつけ方、ログイン
のやり方、文字を大きくする方法など、基本的な使

方を動画 説明しますい方を動画で説明します。

使い方（動画）使 方（動画）

9



３-８．ｅラーニングの利用方法： 学習教材の種類

実践コンテンツ基本コンテンツ 学習マンガ基本コンテンツ 実践コンテンツ基本コンテンツ
（動画） 学習マンガ基本コンテンツ

（スライド）

 教材の種類 本教材 教材の種類
4種類の教材があります。

「基本コンテンツ（動画）」…タイプ毎の基本コンテンツ（スライド）で学習する内容を、
講師が動画で解説します

本教材のマスコット
タブレちゃん

講師が動画で解説します。

「基本コンテンツ（スライド）」…学習すべき事柄をイラストを交えて詳しく説明します。
1枚1枚ページを読みながら学習できます。

「実践「実践コンテンツ」…インターネットの効果的な利用方法や注意点を学習できます。

「学習マンガ等」…各タイプでの学習以外の補助教材としてご用意しています。 10
タブローくん

３-９．ｅラーニングの利用方法： 学習の流れ

I はじめに II. 学習コンテンツ III おわりに

学習前
アンケ ト

I. はじめに II. 学習コンテンツ

【タイプA】
「検索・安全な利⽤」

【タイプA】

修了証

III. おわりに

学習後
アンケ ト

合格証
アンケート

【タイプB】
「コミュニケーション」

【タイプC】

【タイプB】

修了証

【タイプC】

アンケート

 ICTリテラシー講座 学習の流れ

【タイプC】
「買い物・有料サービス」 修了証

 ICTリテラシ 講座 学習の流れ
①最初に、「はじめに」のパートの「学習前アンケート」にご回答ください。

②学習コンテンツは、大きくA～Cの3タイプに分かれています。3タイプのどれからでも、学習できます。

・【タイプA】検索・安全な利用【タイプA】検索 安全な利用

・【タイプB】コミュニケーション

・【タイプC】買い物・有料サービス

各タイプを修了すると「修了証」が表示されます また 「特典コンテンツ」（任意）も利用いただけ各タイプを修了すると「修了証」が表示されます。また、「特典コンテンツ」（任意）も利用いただけ
るようになります。

③3タイプの全ての学習がおわりましたら、最後に、「おわりに」のパートの「学習後アンケート」にご
回答ください。回答くださ 。

☆全ての学習を修了した人は、ICTリテラシーの「合格証」を表示し、プリントアウトしてお持ち帰りいただけ

ます。合格証の取得を目指して頑張ってください！ 11



 「はじめに」の確認

３-１０．ｅラーニングの利用方法： 「はじめに」の確認

ホーム画面  「はじめに」の確認
学習コンテンツでは、最初 「学習前アンケート」のみを開くことが

できます。上記以外の教材のボタンは、開くことができません。

まず、「学習前アンケート」で、簡単な質問にご回答ください。

修了すると、タイプA～Cの教材を開いて学習できるようになります。修了すると、タイプ の教材を開 て学習できるようになります。

※タイプA～Cは、お好きな順番で学習できます。

学習できる 学習できない学習できる
ボタン（濃い）

学習できな
ボタン（薄い）

更新マーク更新 ク

※各教材や、テスト・アンケートの画面を閉じた後も進捗が

反映されない場合は、必ず上部アドレスバーの更新マーク

「 」をタップ して 画面を更新してください「 」をタップ して、画面を更新してください。
※学習できるようになった箇所は、

ボタンの色が濃くなります。 12

３-１１．ｅラーニングの利用方法： 学習開始

 学習開始学習画面 学習開始
学習画面を開くと、最初に「インターネット入門編」

の3つの教材と、「インターネット実践編」の2つ目までの

教材が学習できます。

学習画面

教材が学習できます。

・【普段あまりインターネットをご利用されない方】は、

「インターネット入門編」から学習してください。

「インタ ネ ト入門編」の学習は 任意ですので「インターネット入門編」の学習は、任意ですので、

学習しなくても次に進められます。

・ 【普段よくインターネットをご利用される方】は、

「インターネット実践編」から学習してください。

「インターネット実践編」の学習は、必須となって

おります。「実践コンテンツ」と「スキルチェックテ

スト」を学習すると、 「アンケート」、「修了証」の順

に進められるようになります。

それぞれのボタンをタップする(指でタッチスクリーンをそれぞれのボタンをタップする(指でタッチスクリ ンを

軽く1回たたく)と、教材が表示され、学習できます。

修了した教材には、ボタンの左上に「修了済」の

修了済マーク

「インターネット実践編」
マークが表示されます。

「インターネット実践編」
をすべて修了すると、
「特典コンテンツ」も

お楽しみいただけます。
13



３-１２．ｅラーニングの利用方法：「基本コンテンツ(動画)」の学習

 「基本コンテンツ(動画)」の学習学習画面 基本 ンテンツ(動画)」の学習
「基本コンテンツ(動画)」のボタンをタップする(指で

タッチスクリーンを軽く1回たたくと)と、動画教材が表示

されます。されます。

再生ボタン「 」をタップすると、再生

が始まります。

※動画コンテンツでは、動画と音声
の再生が始まるので、必ずiPadに

イヤホンプラグ挿入箇所

始 、 ず
イヤホンをつないで、音量を調節
して学習してください。イヤホンの
ボリュームボタンでも音量調節で
きます

音量調節
ボタン

きます。

最後まで見たら、画面上の修了ボタン「 」

をタップ して、画面を閉じてください。

このマークを
タップすると再
生が始まります。

14

３-１３．ｅラーニングの利用方法： 「基本コンテンツ(スライド)」の学習

「基本 ( イド) 学習
学習画面

 「基本コンテンツ(スライド)」の学習
「基本コンテンツ(動画)」のボタンをタップする(指でタッチスクリ

ーンを軽く1回たたくと)と、スライド教材の「目次」画面が表示さ

れます。

目次画面のタイトルをタップすると、好きなタイトルから、

学習できます。学習できます。

教材内容は、複数ページにわたりますので、画面上の

「次へ」ボタンをタップするか 画面をフリックして(タ クリ「次へ」ボタンをタップするか、画面をフリックして(タッチスクリ

ーン上で指を右から左へ素早く動かして) 全ページ学習してください。

※学習の際、画面を2本の指で引き延ばすようにタップすると、

画面サイズを見やすいサイズに調節できます画面サイズを見やすいサイズに調節できます。

最後のページまで学習したら画面上の「 」ボタン

をタップして 画面を閉じてください

閉じるボタン

をタップして、画面を閉じてください。

前へボタン、目次ボタン、次へボタン

15



学習画面

３-１４．ｅラーニングの利用方法：「確認テスト」の学習

 「確認テスト」の学習 「確認テスト」の学習
「確認テスト」のボタンをタップする(指でタッチスクリーンを軽く1回たたくと)と、テスト

問題の回答画面が表示されます。1問ずつ回答を選択し、「次へ」ボタンで

回答を進めてください。

全問回答しましたら、「採点する」ボタンをタップしてください。

「提出します。よろしいですか？」のアラートが出ますので、「OK」ボタンをタ

ップすると回答完了です。

回答結果画面では、点数やテスト問題の正解が表示されます。「チェックが

入った問題を弱点補強問題集へ登録する」ボタンをタップすると、間違えた

問題のみが、「弱点補強問題集」へ保存されます。

※ 「弱点補強問題集」は、ホーム画面「不正解問題をもう一度!」ボタンを

タップすると、ご利用いただけます。

※ 「弱点補強問題集」についての詳細は P21 をご覧ください。

学習がおわりましたら画面右上の「 」ボタンをタップして画面を閉じて

くださいください。
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３-１５．ｅラーニングの利用方法： 「実践コンテンツ」の学習

「実践 学習
学習画面

 「実践コンテンツ」の学習
「実践コンテンツ」のボタンをタップする(指でタッチスクリ

ーンを軽く1回たたくと)と、スライド教材の「目次」画面が表示さ

れます。

目次画面のタイトルをタップすると、好きなタイトルから、

学習できます。学習できます。

教材内容は、複数ページにわたりますので、画面上の

「次へ」ボタンをタップするか 画面をフリックして(タ クリ「次へ」ボタンをタップするか、画面をフリックして(タッチスクリ

ーン上で指を右から左へ素早く動かして) 全ページ学習してください。

※学習の際、画面を2本の指で引き延ばすようにタップすると、

ズ ズ画面サイズを見やすいサイズに調節できます。

最後のページまで学習したら画面上の「 」ボタン

プ

閉じるボタン

をタップして、画面を閉じてください。

前へボタン、目次ボタン、次へボタン

17



３-１６．ｅラーニングの利用方法：「スキルチェックテスト」の学習

 「スキルチェックテスト」を受ける学習画面  「スキルチェックテスト」を受ける

「確認テスト」のボタンをタップする(指でタッチスクリーンを軽く1回たたくと)と、
テスト問題の回答画面が表示されます。1問ずつ回答を選択し、
「次へ」ボタンで回答を進めてください「次へ」ボタンで回答を進めてください。

全問回答しましたら、「採点する」ボタンをタップしてください。
「提出します。よろしいですか？」のアラートが出ますので、
「OK」ボタンをタップすると回答完了です「OK」ボタンをタップすると回答完了です。

※「スキルチェックテスト」は、全部で10問で、100点満点中、80点以上で合格です。

回答結果画面では 点数やテスト問題の正解や解説が表示されます回答結果画面では、点数やテスト問題の正解や解説が表示されます。
解説を読んで復習してください。

「チェックが入った問題を弱点補強問題集へ登録する」ボタンをタップ
すると、間違えた問題のみが、「弱点補強問題集」へ保存されます。

※ 「弱点補強問題集」は、ホーム画面「不正解問題をもう一度!」ボタンを
タップすると、ご利用いただけます。
「 点補強問題集 詳細 をご覧くださ※ 「弱点補強問題集」についての詳細は P21 をご覧ください。

学習がおわりましたら画面右上の「 」ボタンをタップして画面を閉
じてください。
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３-１７．ｅラーニングの利用方法： 「アンケート」へ回答

 「アンケート」へ回答 「アンケ ト」へ回答
「アンケート」のボタンをタップする(指でタッチスクリーンを軽く1回

たたく)と、アンケートの回答画面が表示されます。

教材内容に関するご意見・ご感想をお伺いしますので、

ご回答ください。回答くださ 。

全問回答しましたら、「回答する」ボタンをタップしてください。

「提出します。よろしいですか？」のアラートが出ますので、
「OK」ボタンをタップすると回答完了です。

回答が完了しましたら、画面右上の「 」ボタンをタップして
画面を閉じてください。
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３-１８．ｅラーニングの利用方法：「修了証」の取得

 「修了証」の取得 「修了証」の取得

アンケートの回答を修了すると、「修了証」を取得できます。

修了証を取得した後 「特典コンテンツ」（任意）をご利用いただ修了証を取得した後、「特典コンテンツ」（任意）をご利用いただ

くこともできます。

また、まだ学習していない他のタイプの教材も全て学習して、

「合格証」を獲得しましょう「合格証」を獲得しましょう。
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３-１９．ｅラーニングの利用方法： 「スキルチェックテスト結果」の確認、「弱点補強問題集」の学習

 「スキルチェックテスト結果」の確認ホーム画面  スキルチェックテスト結果」の確認
ホーム画面で、 「スキルチェックテスト結果」

ボタンをタップする(指でタッチスクリーンを軽く1回たたく)と、
タイプA Cそれぞれでこれまでに学習したタイプA～Cそれぞれでこれまでに学習した

「スキルチェックテスト」の結果を振り返ることが

できます。

 「弱点補強問題集」の学習
「弱点補強問題集 は ホ ム画面「不正解問「弱点補強問題集」は、ホーム画面「不正解問

題をもう一度！」ボタンをタップすると、ご利用

いただけます。

「スキルチェックテスト」や、「確認テスト」で

間違えたことのある問題のみを重点的に学習

できますできます。
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３-２０．ｅラーニングの利用方法： 「おわりに」の確認、「合格証」の取得

 「おわりに」の確認 「おわりに」の確認
最後に、本教材全体についてのアンケートにご回答ください。

ご回答がおわりましたら、 ICTリテラシー講座の学習は全て

修了となり、 「合格証」を獲得できます！

 「合格証」の獲得 「合格証」の獲得
ICTリテラシー講座が全て終わると、マイページの「おわりに」に

ある「合格証」ボタンをタップ (指でタッチスクリーンを軽く1回たたく)

できるようになります。

「合格証」ボタンをタップすると 合格証が表示されるとともに「合格証」ボタンをタップすると、合格証が表示されるとともに、

プリント画面も表示されますので、「 」ボタ

ンをタップ してください。

その後、印刷された合格証をお受け取りください。

※学習場所に専用プリンタが設置されています。
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 画面が閉じない場合の対処方法

３-２１．ｅラーニングの利用方法： 画面が閉じない場合の対処方法、画面が大きくなったりずれた場合の対処方法

画面が閉じない場合の対処方法

画面上部の学習中画面タブにある「 」

マークをタップする(指でタッチスクリーンを軽く1回たた

と 画面を閉じることができます 元の学

閉じるマーク タブ

く)と、画面を閉じることができます。元の学

習画面や、ホーム画面に戻ります。学習画面

 画面が大きくなったり ずれた場合 画面が大きくなったり、ずれた場合
の対処方法

画面をダブルタップ(指でタッチスクリーンを2回連続で

たたく)をした時などに、画面が大きくなったり

ずれたりする場合があります。

その場合は、画面を再度ダブルタップしその場合は、画面を再度ダブルタップし

たり、画面を2本の指でつまむようにしたり

すると、元の画面サイズに戻ります。
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３-２２．ｅラーニングの利用方法： 「よくある質問（Ｑ＆Ａ）」の確認方法

 よくある質問(Q&A)の確認

「質問&よくある質問」をタップする

(指でタッチスクリーンを軽く1回たたく)と、(指でタッチスクリ ンを軽く1回たたく)と、

「よくある質問一覧」が表示されます。

「よくある質問 覧 の内容で 問題が「よくある質問一覧」の内容で、問題が

解決されない場合は、「質問入力フォ

ーム」からお問い合わせください。
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Q) 本プロジェクトへの参加（ｅラーニングの利用）には 説明会に参加しなくても可能ですか？

４．利用についての質問

Q) 本プロジェクトへの参加（ｅラ ニングの利用）には、説明会に参加しなくても可能ですか？

A) 可能です。施設スタッフに依頼してください。その際、スタッフからマニュアルを借りてください。

) とパ ドは グイ するため も すかQ) IDとパスワードは、iPadにログインするためのものですか？

A) いいえ。ｅラーニングの自分のページ（マイページ）にログインするためのものです。

Q) 学習コンテンツには音が出るものが含まれていますか？

A) 動画と音声で構成されている教材があります。それをご利用の際は、周囲の方にご配慮いただ
き 付属のイヤホンをご利用くださいき、付属のイヤホンをご利用ください。

Q) 学習を途中で切り上げた場合、次はどうなるのでしょうか？

時 が な など 由 学 を な ればな なくな も 学 容 録されA) 時間が足りないなどの理由で学習を中断しなければならなくなっても、学習内容は記録されて
いますので、同じIDとパスワードを入力すれば、前回学習したコンテンツから再開できます。

Q) 印刷した合格証（パス）は、どうすれば受け取れますか？

A) 合格証は、施設に設置されている本事業用の専用プリンタで印刷されます。基本的に、施設ス
タッフから受け取っていただくことになりますので、詳しくは施設スタッフにご確認ください。タッフから受け取っていただく とになりますので、詳しくは施設スタッフにご確認ください。

25注： 本マニュアル中の製品名などは、一般に各社の商標または登録商標です。本文中では、TM、(R)、（C）は明記していません。



【参考資料】
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電源を入れる

電源ボタン

電源ボタンをしばらく押し続けると、

電源がつきます。

このような画面にこのような画面に

変わります。
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かぎ（ロック）を解除する

この画面（ロック画面）が出てきた
ら、かぎを解除します。

1. 矢印 に一本指をつける。

2 指で画面をなぞるように右側に2. 指で画面をなぞるように右側に

動かす（ドラッグする ）

このような画面に

なりますなります。

（ホーム画面）

28

利用したいページを開く

利用したいアイコン（ボタン）を

一本指で軽くたたきます。

（タ プする ）（タップする ）

すると、そのページが開きます。

ホーム画面
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画面の向きを変えたい

本体の向きを変えれば、自動的に画面の向きもかわります。

見やすいように、適宜、かえてみてください。
30

拡大または縮小したい

拡大

縮小縮小

これは拡げる場合

拡大する：二本の指を、閉じた状態から画面に沿わせて広げる

縮小する 二本の指を 開いた状態から画面に沿わせて閉じる縮小する：二本の指を、開いた状態から画面に沿わせて閉じる
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見えていないところを表示させたい

もっと右の方が見たいとき

見たい部分を引っ張ってくるようなつもりで、見たい部分を引っ張ってくるようなつもりで、
一本指を動かす。

（フリックする ）（フリックする ）
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学習を終えて、ホーム画面（はじめの画面）に戻るには

ホームボタンホ ムボタン

ホームボタンを押せば
（タップすれば）、（タップすれば）、

ホーム画面に戻ります。
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画面が消えたら？

何もしていないのに画面が真っ暗になったら・・・

ホームボタンを押せば、画面がつ
きます。

ロック画面になった場合は、電源
をつけたときと同じように、

をドラッグ させましょう。

34

使い終わったら

電源ボタンを押します電源ボタンを押します。

スリープ状態になり、動作が一時
停止し節電状態になります。
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充電をする

付属のUSBケ ブルと電付属のUSBケーブルと電
源アダプターを使って、
コンセントにつないでコンセントにつないで
充電してください。

注：実際には、充電は事務局が行いますので、

本体への接続口はここ
注 実際には、充電は事務局が行いますので、

お知らせください。
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キーボードについて

文字入力が必要な画面になると、このようなキーボードが表示されます。

ローマ字で入力する人は、このキーボードを使いましょう。

「日本語かな」で入力する人は、地球儀アイコン を数回押して、
「日本語かな」のキーボードに変えましょう。
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ひらがなを入力する

「あした」と入力したいとき

① 「 プ① 「あ」をタップ

② 「し」をタップ

③ 「た」をタップ

キーボード上部に漢字変換が表示されます。

必要に応じてタップすれば、漢字で入力することができます。
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数字を入力したい

「5時」と入力したいとき

「☆１２３」をタップすると、数字のキーボードが表示されます。

① 「５」をタ プ① 「５」をタップ

② 「時」をタップ
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